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それらの特徴を有さないため，early HCCの RFA後局所再発率は，typical HCCと比較して
低いことが期待されるが，実際に検討した報告は今まで認めなかった．本研究では，適切な

















２）early HCCでは，US描出困難例で fusion imagingによって同定可能となる病変は何割ぐ















































early HCCの再発形式については報告がなく，悪性度の低い乏血性の early HCCで再発する
かは不明である．再発腫瘍が多血性か乏血性かで画像検査の感度が異なる可能性はあるが，
EOB造影 MRI肝細胞相が一番感度の高い検査であり，early HCC再発の評価に使用した．














































本研究は，early HCC の RFA 後局所再発が低いことを示したものであり，RFA 治療が患者
の生命予後を改善できる可能性を示唆した貴重な研究である． 
よって本研究は医学博士の学位に値するものと判定された. 
